
第７回 沼津市リノベーションまちづくりシンポジウム 

いまはないしごとに やがてつくきみたちへ 

 

日時 平成 29年 9月 13日（水） 

         19時 00分から 20時 40分まで 

会場 西浦地区センター 

 



＜当日の様子＞ 

 

第７回沼津市リノベーションまちづくりシンポ

ジウムは、スターパイロッツ代表 三浦丈典さんを

お招きし、「いまはないしごとに やがてつくきみ

たちへ」と題して講演をいただきました。 

今回はまちなかを離れて、豊かな自然や素晴らし

い景観を有する西浦地区での開催とし、地元住民の

ほか、リノベーションや起業に興味ある方など約

60人の方に参加いただきました。 

 

 

生まれも育ちも東京で、三人兄弟の末っ子の三浦

さん。自分が子供の頃に大きくなったら何になりた

いかの変化と現在の仕事を合わせて、まずは自己紹

介がありました。 

世の中は、2000年をピークに人口減少となり、世

の中の動きがこれまでの動きと真逆になっている。

そして、ある予測では、2050年に日本の高齢化率は、

世界一に君臨するという。さらに衝撃的なのが、人

口ピラミッドであり、今の小学生が大人になる頃に

は、働いていない大人が半分という分析を元に、現在の状況と子供たちが大人になる頃の状況は、誰もが

予測できなくなるとのこと。三浦さんは大学生のときに建築家になりたいと思っていたが、その当時の

建築家の仕事量と、現在の建築家の仕事量を比べると、半分くらいに減っているという。 

 

32 歳で独立して設計事務所を開いたが、全然仕事がなく、一生懸命コンペのために模型を作るが、こ

とごとく仕事が取れない状況が続いた。武器だと思っていた有名大学や有名研究室などが、まったく武

器にならない。そして、生活も苦しくなってきていた。そんな中、タイミングよく、高校の同級生が大地

主で、頼めば何とかなると思い、借りられる物件を聞いたところ、築 70 年、前住人の家財が残り 15 年

前のまま時が止まっていた物件を、住んでくれれば３年間無料と言ってくれたので、リノベーションし

て住み始めた。お金はなかったが、200万で 65㎡のこの建物をリノベーションすることが出来た。通常、

改修費は坪 70から 100万円かかるのが普通だと思っていたため、ある意味自分の中では、衝撃的だった。

建築家の自分たちが仕事としてやること、そして自分がやったことについて、疑問を感じた。 

 



その後、実家の事情で、実家のビルの１階で

シェアオフィスをつくりやり始め、出来るだけ

外に向けて開放するようにしたことで、自分と

入居者と近所の子供や親もハッピーになり、三

浦さんはこれを「幸せの四重奏」と名付けてい

る。誰か幸せになるためではなく、同時に色々

な人が幸せになるための状況を考えるというこ

とが大切。そして、建物をまちに開くというこ

とは「そこにいてもいいんだよ」と周りから認

められていること。自分が認めるのではなく、 

自分が開くことで周りが自分を受け入れてくれ 

る感覚を覚えたという。大切なことは、専門的な 

ことを閉鎖的に行うのではない。 

 

三浦さんは、大学時代、建築家になりたいと思っていた。しかし、根源をたどると、かっこいい場所が作

りたいという思いだった。そして、もっと考えてみると、楽しいまちに住みたい。そして、どんどんたど

っていくと、未来のまちを楽しくする子供を増やしたいということだった。このように、根源的なものを

たどり、枝をさがしていくと新しい仕事が探せることに気づき、建築家になるということにこだわらな

くなった。 

 

そして、最後に、「未来をつくる まちをつくるこ

どもたちへ ４２の指令」として、メッセージを送

ってくれました。 

 


